
＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞

　オリーブ学校園で、クラスごとに場所の分担を行い、全校生徒が意欲的に収穫に取り組むこと
ができた。

　生徒同士で協力し、笑顔で収穫することで、良いなかまづくりの一環となった。

【オリーブ剪定、収穫について】
　オリーブの剪定や実の摘み方など、専門的な知識
と技能を習得するために、オリーブ公園の職員に協
力を依頼し、授業をしていただいた。
　オリーブ学校園での収穫は、小豆島町役場のオ
リーブ課の方に、オリーブの収穫の仕方や、どのよう
な実を収穫すればよいかを教えてもらった。生徒も、
友達と協力しながら、一生懸命に実を収穫すること
ができた。
　今年度は、年に１度しか収穫ができなかったが、生
徒はオリーブを収穫できることに喜びを感じながら、
楽しく収穫することができていた。

【収穫後のオリーブについて】
　収穫したオリーブは、新漬けや、パンに付けるオ
リーブ油として給食で利用され、生徒の食育にも貢
献している。

報　　告　　書

　オリーブ学校園の作業に年間のべ１０００人以上が参加する。

学校・地域環境保全コース

小豆島町立小豆島中学校

小豆島中学校生徒会

　生徒会役員６名が中心となり、全校生２６９名に声をかけ、学校が所有するオ
リーブ学校園の除草、剪定、オリーブの実の収穫を行っています。

　オリーブ学校園の除草や収穫を通して地域のよさを理解し、食文化
の継承を図るとともに、自然の恵みや勤労の大切さを学ぼう！

オリーブが豊富に実ってほしいとい

う願いを込めて、剪定を行いました。


